
                                   

 

 

 

 

 

 

 

2 学期が終わります 

9月 2日（月）に始まった 2学期もいよいよ終わりが近づいてきました。これまで大きな事故もな

く、全員が元気で 2学期終業式を迎えることができそうなことを心から嬉しく思っています。２学期

は運動会をはじめ、修学旅行や社会見学・遠足・上野っ子フェスティバル・マラソン大会等の全校行

事や学年行事をたくさん行ってきました。それらの一つ一つについて、子どもたちは心を一つにして

協力して成功させてきました。また、各行事では、様々な皆様方にお世話になったことに感謝させて

いただくとともに、今後ともよろしくお願い申し上げます。 
 

第６回上野っ子フェスティバルを開催しました 

テーマ ～つながろう 育てよう わが町で～ 

 11月 16日（土）に、本校の土曜授業を兼ねて、上野っ

子フェスティバルを開催しました。今年で第 6回を迎え、

すっかり秋の楽しみな恒例行事となってきました。当日

は、素晴らしい秋晴れに恵まれ、参加団体の皆さん、スタ

ッフの皆さん、ボランティアの皆さん、子どもたちが力を

合わせてイベントを盛り上げ、大成功で終わることができ

ました。子どもたちも、とても主体的に活動し、来場者や

地域の人たちと交流を深めることができました。今回は、

約 500人の方に来場いただき、バザー・野菜収益金は

79,150円になりました。実行委員の皆様方をはじめ、運営に携わっていただいた各団体の皆

様、お世話になった地域、保護者の皆様方に感謝申し上げるとともに、今後も地域の皆様とと

もに子ども支援ネットワークのさらなる推進に努めたいと考えています。 

 

不審者訓練をしました 

  11月 27日（水）に、不審者が学校へ侵入したことを想定

した避難訓練を行いました。警察の方を招いて、不審者役に

なっていただき訓練を実施しました。子どもたちが、全員無

事体育館に避難した後、警察官の方から「避難の仕方」や

「気をつけること」等について分かりやすくお話をしていた

だきました。 

 

＊「開かれた学校」を目指し、日々の学校での出来事・月別行事予定・各種便り等をホームぺ

時から発信しています。アドレスは、「http://ednet.res-edu.ed.jp/s-ueno/」です。 
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廃品回収ありがとうございました 

12月７日（土）に、廃品回収を行いました。

曇りがちで少し寒い天気でしたが、各地区とも

たくさんの方にお世話になり、多くの廃品を

集めることができました。本当にありがとうございまし

た。この収益金は、子どもたちの教育活動のために有効に

使わせていただきます。 

マラソン大会を行いました 

12月 5日（木）にマラソン大会を行いました。

当日は、大変寒い日になりましたが、子どもたち

は、これまでの練習の成果を出して、みんな最後

まで一生懸命走りぬいていました。この経験を生かし、何

事に対しても「最後まで粘り強く、頑張りぬく力」につな

がっていくことができればと感じました。 

プログラミング学習をしました 

  11月 19日（火）と 28日（木）に、５

年生が三重大学の先生を招いて、プログラ

ミングの学習をしました。プログラミング

教育は来年度からすべての小学校において実施されま

す。今回は、「スクラッチ」というビジュアルプログラ

ミングソフトを使って、プログラミングとはどのような

ものなのかを 2時限で体験しました。図を描いたり、音

楽を鳴らしたり等、色々なプログラミングに挑戦しました。そして、物事を順序立てて考え

る「プログラミング的思考」について学びました。 

「まもってくれてありがとう運動」のモデル校に指定されました 

本校が、12月 10日（火）から 1年間、「まもってくれてありがとう運

動」のモデル校に指定されました。指定式は校長室で行われ、児童会の代

表の子どもたちが参加しました。この運動は、子どもたちが横断歩道を横

断する際や横断後に、停止してくれた車両の運転手の方に対して「ありが

とう」と言ったり会釈したりしてお礼の気持ちを表すことで、相手の方も「止まらなければ」

という気持ちを起こさせ、安全運転意識の高揚と交通事故の減少を図ることを目的としていま

す。上野小学校の校区は、狭い道や見通しの悪い道も多いので、今回モデル校にしていただい

たことをきっかけとして、さらに交通安全にみんなで

気を付けていきたいと思います。そして、この運動を

通して、登下校時だけでなく、日常生活のいろいろな

場面でも「ありがとう」と感謝の気持ちを素直に表現

できるように取り組んでいくことができれば、さらに

いいと思っています。 


